
○「時間を整理」することによって、教員にとっても、児童にとっても、メリハリのあるスケジュールになった。
○放課後、授業準備の時間が十分に確保されたことにより、自信を持って授業に臨むことができる。
○業務量はまだまだ多いが、放課後に事務的な仕事を行う時間が増えたので、少し早く帰れるようになった。
○幼稚園や保育園への子供の迎えなど、家庭の事情で早く帰らなければならないときに、帰りやすい。

岩倉小学校では、「給食の時間」の変更に伴い、校時表の見直しを行いました。児童の下校時間を
繰り上げ、放課後の「事務的な業務を行う時間」を確保し、業務負担の軽減を図っています。

取組の柱《２》業務改善の推進 校時表の見直し（美馬市岩倉小学校）

朝の活動を５分早く
「終礼」を「職朝」に変更

帰りの会を
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